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旭
川
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
平
成
二
〇
年
五
月
に
発
足
、
平
成
二
四
年
四
月
か

ら
一
般
社
団
法
人
と
し
て
、
大
学
間
連
携
に
よ
る
教

育
の
充
実
と
地
域
振
興
を
掲
げ
て
活
動
を
続
け
て

い
る
。「
私
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
平
成

二
六
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
旭
川
市
子
育
て
支
援
部

は
、
平
成
二
七
年
度
に
は
事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
事
業
を
委
託
し
た
。
事
業
の
柱

は
二
つ
、“
性
・
命
の
誕
生
”
を
テ
ー
マ
と
す
る
小

中
学
校
へ
の
出
前
授
業
、
及
び
職
業
体
験
等
を
通
し

て
“
私
の
未
来
”
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
。

　
旭
川
市
が
こ
の
事
業
を
始
め
た
直
接
の
動
機
は
、

他
都
市
と
比
べ
て
高
い
人
工
妊
娠
中
絶
率
に
あ
る
。

そ
こ
で
一
〇
～
二
〇
年
後
を
見
据
え
、
助
産
師
や
大

学
生
が
参
加
す
る
体
験
的
授
業
も
加
え
て
、
子
ど
も

の
う
ち
か
ら
“
性
・
命
”
や
“
私
の
未
来
”
を
考
え

る
機
会
を
増
や
し
改
善
を
図
る
と
し
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
学
生
や
赤
ち
ゃ
ん
（
後
述
）
が
参

加
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
地
域
ぐ
る
み
の
子
ど
も
子

育
て
と
も
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
側
か
ら

は
、
児
童
福
祉
専
攻
の
教
員
・
学
生
（
旭
川
大
学
保

健
福
祉
学
部
）、
地
域
看
護
学
・
保
健
師
コ
ー
ス
専

攻
の
教
員
・
学
生
（
旭
川
医
大
）、
家
庭
科
教
育
専

攻
の
教
員
・
学
生
（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
）
が

参
加
し
て
、
市
と
協
働
の
か
た
ち
で
事
業
を
進
め
て

い
る
。

　
昨
年
の
場
合
、
申
込
を
受
け
た
小
中
学
校
の
い
ず

れ
に
対
し
て
も
学
年
単
位
の
授
業
を
行
っ
た
。
例
え

ば
三
ク
ラ
ス
・
九
〇
名
の
中
学
校
の
場
合
、
午
前
の

二
コ
マ
を
使
う
。
前
半
は
全
員
が
多
目
的
教
室
な
ど

で
助
産
師
の
講
話
を
聞
き
質
疑
の
時
間
も
と
る
。
そ

の
間
に
募
集
に
応
じ
た
二
〇
組
ほ
ど
の
親
子
（
三
歳

未
満
児
）
が
集
ま
っ
て
く
る
。
生
徒
達
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ス
に
戻
る
と
、
今
度
は
各
ク
ラ
ス
に
五
～
六

組
の
親
子
（
三
歳
未
満
児
）
と
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
が

参
加
し
て
体
験
授
業
と
な
る
。
ク
ラ
ス
内
で
は
、
十

数
名
の
生
徒
と
二
～
三
組
の
親
子
の
交
流
が
二
～
三

名
の
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
に
進
め

ら
れ
る
。
担
任
の
教
師
、
助
産
師
、
市
の
保
健
師
、

大
学
生
の
指
導
教
員
等
が
見
守
る
な
か
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
た
り
し
て
交
流
が
進
む
。
生
徒
か
ら
の

質
問
が
終
わ
る
と
お
母
さ
ん
達
か
ら
は
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
の
あ
れ
こ
れ
が
熱
心
に
語
ら
れ
る
。
な

に
よ
り
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
赤
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
が

集
ま
っ
た
み
ん
な
を
微
笑
ま
せ
て
い
る
。

　
小
学
校
の
場
合
は
、
講
話
後
十
数
名
ず
つ
に
分
か

れ
た
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ー
ド

の
も
と
、
講
話
の
な
か
で
助
産
師
が
使
っ
た
胎
児
人

形
や
新
生
児
人
形
、
骨
盤
模
型
等
に
触
れ
る
体
験
学

習
が
始
ま
る
。
市
の
職
員
・
保
健
師
が
二
枚
の
毛
布

を
つ
な
い
で
作
っ
た
「
産
道
ト
ン
ネ
ル
」
な
ど
を
体

験
す
る
こ
と
で
知
識
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
。

　
高
校
で
の
授
業
は
、
男
女
ペ
ア
の
大
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
母
子
保
健
係
の
窓
口
に
相
談
に
来
る
寸
劇
仕
立

て
の
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
保
健
師
の
受
け
答
え
な

ど
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
、
出
産
（
あ
る
い

は
中
絶
）
な
ど
を
め
ぐ
る
会
話
や
体
験
談
を
含
む
や

り
取
り
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
、
児
童
生
徒
の
み
な

ら
ず
高
校
生
の
“
私
の
未
来
”
を
決
め
る
一
助
と
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
母
子
保
健
係
の
現
場
体
験
を

踏
ま
え
た
シ
ナ
リ
オ
は
説
得
力
に
富
む
。

　
年
間
の
行
事
予
定
に
入
れ
る
小
中
学
校
は
増
え
て

き
て
、
平
成
二
七
年
度
に
は
小
学
校
一
六
校
、
中
学

校
一
〇
校
、
高
校
二
校
で
実
施
し
た
。
受
け
入
れ
る

学
校
側
の
評
判
も
よ
く
、
参
加
す
る
大
学
生
に
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
も
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
は
、
自
ら
の
出
産
・
子
育
て
の
熱
い
思

い
を
伝
え
る
機
会
、
あ
る
い
は
マ
マ
友
を
増
や
す
機

会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
事
業
を
申
し
込
む
学
校
側
・
児
童
生
徒
た
ち
、
ス

タ
ッ
フ
参
加
を
す
る
大
学
生
や
指
導
教
員
、
募
集
に

応
じ
る
親
子
の
そ
れ
ぞ
れ
が
い
わ
ば
「
総
活
躍
」
し

て
い
る
。
な
に
よ
り
小
さ
い
時
か
ら“
性
・
命
”や“
私

の
未
来
”
に
つ
い
て
身
近
に
学
ぶ
児
童
生
徒
達
の
成

長
が
、“
地
域
社
会
の
未
来
”
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

＜

た
け
な
か
　
ひ
で
や
す
・
旭
川
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
旭
川
医
大
非
常
勤
理

事
（
社
会
貢
献
・
地
域
連
携
担
当
）
／
旭
川
大
学
名
誉
教
授＞

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
子
ど
も
子
育
て
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